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４月８日（火）にあきつ学園の入学式が行

われ、先生方や前期課程の児童と満開に美しく

咲き誇る桜に見守られて、１５名の新１年生があ

きつ学園の仲間となりました。あきつ学園の柳井校長先生は、学校生活を送る上で二つの

大切なお話をしていただきました。一つ目は、何かを始める時は、必ず事前の準備（用意）を

しっかり行うこと。二つ目は、友だちや周りの人のことをよく考え、思いやりや優しさを持つこ

とを『アンパンマン』を例にあげてわかりやすくお話されました。学習や様々な活動を仲間と

ともに楽しく頑張ってください。 【下市あきつ学園全児童生徒数（１６７名）R７.4.1現在】

入学式・入園式 ～あきつ学園・子ども園～

４月１０日（木）にこども園の入園

式が行われました。まさしく桜花爛

漫、満開の桜、色とりどりのチューリッ

プやパンジーと先生方が新入園児を

出迎えました。そして、５歳児のぞう組

さんの素晴らしい歌声で新しいお友だちを温かく歓迎しまし

た。こども園の梅田園長先生は、新入園児五名への入園の祝福とこども園での楽しい活動

（遊び、歌、給食など）を通して豊かな心を育んでほしいこと。保護者の皆さんへの理解・支

援・協力のお願いと子どもたちが笑顔で生き生きと過ごせるこども園を築いていきたいこと

について、お話されました。【下市こども園全園児数（２６名）R７.4.1現在】

下市町文化講演会へのご参加ありがとうございました。

▼令和６年８月に『大和国吉野郡小路村梅本家文書』として、下市町有
形文化財に指定されことを受けて、文化講演会を３月２０日（木・祝）に
開催しました。▼講演をいただのは、東京大学名誉教授 吉田 伸之氏、
住友史料館副館長 海原 亮氏のお二方。これまで浄徳寺（下市町小
路）や下市町教育委員会に保管されている『梅本家文書』を調査され
たことをもとに、梅本家の当時の暮らしや仕事についてお話をいただきました。▼『故きを温ねて
新しきを知る』先人の生き方や歴史を学ぶことの大切さを改めて感じることができました。参加
者を５０名としていましたが、１００名を超える方々の参加をいただき、心からお礼申し上げます。



▼「夏も近づく八十八夜、野にも山にも若葉が茂る・・・・」小学校の
なつ ちか はちじゆうはち や の やま わか ば しげ

時に、『茶摘み』の歌を歌いながら、『手遊び』した想い

出があります。『八十八夜』は、立春から数えて８８日目

になり、今年は、５月１日となります。八十八夜に摘まれ

た新茶は、不老不死の縁起物とされているようです。

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

▼本年度も、子どもたちの笑顔があふれる学校・地域

として持続可能なものにしていくため、「地域と共にあ

る学校づくり」の取組を充実させてまいりたいと考えて

います。▼現在、あきつ学園では、『学校支援ボランティ

ア』として、「環境美化ボランティア」「図書ボランティ

ア」「学習地域ボランティア」に登録いただいている地域の方々に、学校が支援してもらいたい

内容と地域が支援できる内容をマッチングさせた上でご支援いただいています。▼４月１日に折

込チラシで配布させていただき、現在『学校支援ボランティア』を募集させていただいておりま

す。「子どもたちのために少しでも協力したい」という気持ちで関わっていただければ幸いです。

▼３～４名で編成するボッチャチームを募集しています。初心者の方々のチーム
の場合でも大歓迎です。▼ボッチャは、個人的に特別な道具を用意する必要は
ありません。二つのチームに分かれ、白い球を目標に、一方が青、もう一方が赤
い球をそれぞれ６球ずつ投げたり、転がしたりして、いかに近づけるかを競うス

ポーツです。▼生きがい作りや交流の場を広げるきっかけにもなります。また、体力や体格を
気にすることなく、高齢者の方が若い世代と同格で戦えるのが魅力です。参加される皆さん
は、今からアスリートの仲間入りです。申込みは、町教育委員会または町総合体育館まで。

ボッチャチーム大募集 ～下市町教育委員会～

第３７回 芸能発表大会
▼３月３０日（日）に３７回

目となる芸能発表会が開

催されました。例年１１月の

文化の日に開催されます

が、観光文化センターの改

修工事のため３月開催となりました。▼今回は、

７団体６０名の方々が舞台で発表されました。結

成３年目の役場バンドが、キャンディーズの『春

一番』の曲で発表大会を締めくくりました。

みんなのベンチ
▼この度、町長の発案により、下市観光文化セ

ンター敷地内に、流木（大滝ダム）や倒木を活

用したベンチを、町民の皆さまにご利用してい

ただけるように設置しました。▼木の温かさを感

じていただきな

がら、井戸端会

議や散歩の途中

の休憩時等にご

利用ください。


